
も
彼
の
手
は
呉
須
磨
り
に
終
始
し
た
。
そ
の
傍
ら
家

族
か
ら
の
話
で
は
、
高
級
料
亭
か
ら
の
種
々
の
食
器

の
依
頼
を
、
東
京
銀
座
の
黒
田
陶
苑
を
通
じ
て
受
け

た
。
赤
色
に
つ
い
て
、
黒
田
草
臣
氏
（
黒
田
陶
苑
）

は
自
身
の
ブ
ロ
グ
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
の

で
、
抜
粋
さ
せ
て
頂
く
。
父
と
は
、
弘
悦
の
旧
友
、

黒
田
領
治
氏
で
あ
る
。

『「
赤
は
、
こ
う
や
っ
て
優
し
く
撫
で
る
よ
う
に

擦
れ
ば
擦
る
ほ
ど
、
よ
い
赤
の
原
料
に
な
る
」
と
父

は
説
明
し
て
く
れ
た
。
硫
酸
化
鉄
を
焼
い
て
弁
柄
を

作
り
、
こ
れ
に
長
石
と
硅
石
と
媒
溶
剤
を
加
え
て

作
っ
た
酸
化
第
二
鉄
は
、
擦
れ
ば
擦
る
ほ
ど
弁
柄
が

酸
素
に
触
れ
て
、
晒
さ
れ
て
く
る
の
だ
。
赤
以
外
の

彩
料
の
原
料
と
い
え
ば
、「
緑
」
は
酸
化
銅
と
酸
化

ク
ロ
ム
、「
黄
」
は
酸
化
鉄
と
鉛
丹
と
白
玉
、「
紫
」

は
酸
化
マ
ン
ガ
ン
、「
藍
」
は
酸
化
コ
バ
ル
ト
を
用

い
て
い
る
が
、
赤
だ
け
は
特
別
扱
い
だ
っ
た
』。

同
じ
く
ブ
ロ
グ
に
は
、
星
岡
窯
時
代
「
弘
悦
が
念

入
り
に
溶
い
た
紅
柄
九
割
に
白
玉
一
割
を
加
え
た
も

の
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
だ
と
赤
が
流
れ
て
斑
に
な
り

や
す
い
の
で
、
そ
こ
に
漆
を
加
え
る
事
で
安
定
さ
せ

た
。
結
果
的
に
剥
げ
や
す
い
赤
を
保
護
し
た
」
と
書

か
れ
て
い
る
（
白
玉
は
珪
酸
鉛
の
一
種
で
あ
る
）。

次
に
、
弘
悦
の
陶
画
工
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を

二
点
紹
介
す
る
。

（
三
）
赤
絵
金
襴
手
茶
碗
（
図
５
）

昭
和
十
六
年
の
作
品
で
あ
る
。
三
越
本
店
か
ら
の

注
文
で
あ
る
と
、
著
者
（
田
村
繁
治
）
が
母
親
（
山

越
弘
悦
・
次
女
）
か
ら
聞
い
て
い
る
。
赤
の
下
地
に
、

金
襴
手
模
様
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
四
）
日
の
出
鶴
茶
碗
（
図
６
）

作
製
時
期
は
昭
和
二
五
年
頃
で
あ
る
。
母
親
（
山

越
弘
悦
・
次
女
）
が
結
婚
す
る
時
に
、
弘
悦
が
作
製

し
た
と
、
著
者
（
田
村
繁
治
）
が
聞
い
て
い
る
。
赤

い
太
陽
を
背
景
に
羽
ば
た
い
て
い
る
鶴
が
描
か
れ
て

い
る
。

五
．
お
わ
り
に

最
後
に
日
本
の
陶
芸
家
の
人
口
に
つ
い
て
調
べ

た
。
残
念
な
が
ら
、
正
確
な
数
字
は
無
か
っ
た
。
た

だ
、
総
務
省
平
成
二
二
年
度
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、

彫
刻
家
・
画
家
・
工
芸
美
術
家
で
集
計
さ
れ
て
お
り
、

合
計
三
万
千
二
百
人
で
あ
る
。
こ
の
統
計
で
は
デ
ザ

イ
ナ
ー
は
別
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
数
字
か

ら
陶
芸
家
は
五
千
人
～
一
万
人
と
推
測
す
る
し
か
な
い
。

さ
て
そ
の
中
で
、
山
越
弘
悦
の
よ
う
に
、
陶
芸
の

み
で
生
計
を
営
む
こ
と
が
可
能
な
人
数
は
何
人
程
度

で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
指
標
と
し
て
書
か

せ
て
頂
く
。
陶
芸
家
に
関
す
る
図
鑑
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
人
な
ら
、
間
違
い
な
く
陶
芸
の
み
で
生
計
を
営

む
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
、
調
査
し
た
。

い
わ
ゆ
る
陶
芸
図
鑑
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
陶
芸
家
の

人
数
で
あ
る
。

一
八
〇
〇
年
代
生
れ
か
ら
現
在
活
躍
中
の
人
を
含

め
て
も
、
千
人
以
下
で
あ
る
。
例
え
ば
八
百
人
と
仮

定
し
て
、
一
九
〇
〇
年
～
二
〇
〇
〇
年
生
ま
れ
、
活

躍
期
間
を
五
〇
年
と
考
え
る
と
、
陶
芸
の
み
で
生
計

を
営
む
こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
職
業
で
あ
る
と
言
え
る
。

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
以
下
の
書
籍
を
参
考
に

し
た
「
知
ら
れ
ざ
る
魯
山
人
」
(山
田
和
、
文
芸
春
秋

社
二
〇
〇
七
）、「
夢
境
北
大
路
魯
山
人
の
作
品
と

軌
跡
」
(山
田
和
、
淡
交
社
二
〇
一
五
）、「
現
代
陶
芸

圖
鑑
（
第
三
集
）」
(黒
田
領
治
、
光
芸
出
版
一
九
六

七
）。
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図５ 赤絵金襴手茶碗

図６ 日の出鶴茶碗

は
じ
め
に

橋
本
宗
吉
（
後
に
曇
斎
（
ど
ん
さ
い
）
を
名
乗
る
）

は
江
戸
時
代
の
上
方
（
関
西
）
に
と
っ
て
「
大
阪
蘭

学
の
創
始
者
」
と
し
て
貴
重
な
人
材
で
し
た
。
当
時

の
屈
指
の
医
学
・
薬
学
者
・
天
文
学
者
で
あ
り
、
関

西
の
蘭
学
関
係
者
の
要
と
な
る
人
物
で
も
あ
り
、
ま

た
の
ち
に
「
日
本
の
電
気
学
の
祖
」
と
も
い
わ
れ
る

器
用
な
技
術
者
で
も
あ
り
ま
し
た
。

実
は
彼
は
も
と
も
と
科
学
と
か
技
術
に
は
全
く
縁

の
な
か
っ
た
四
国
出
身
の
傘
は
り
職
人
の
息
子
で
し

た
が
、
上
方
で
才
能
を
認
め
ら
れ
、
場
も
得
て
花
開

い
た
の
で
す
。
彼
は
大
阪
（
浪
速
）
の
旦
那
衆
と
い

わ
れ
る
ス
ポ
ン
サ
ー
に
認
め
ら
れ
資
金
を
出
し
て
も

ら
っ
て
黎
明
期
の
蘭
学
を
学
び
、
そ
の
結
果
大
き
な

期
待
に
応
え
て
短
期
間
に
日
本
で
も
有
数
の
学
者
か

つ
技
術
者
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
指
導
者
と
し
て
も
破
格
の
力
量
を
も
っ
て
お

り
、
例
え
ば
彼
の
私
塾
（
絲
漢
堂
）
の
展
開
か
ら
は

多
く
の
塾
生
が
輩
出
し
孫
弟
子
に
は
緒
方
洪
庵
も
い

ま
す
。
得
意
の
阿
蘭
陀
語
力
を
生
か
し
て
当
時
の
欧

州
の
重
要
な
書
物
を
出
版
、
翻
訳
な
ど
多
数
あ
り
、

社
会
的
貢
献
度
は
多
大
で
す
。
た
だ
残
念
な
が
ら
キ

リ
シ
タ
ン
騒
動
で
晩
年
の
様
子
が
記
録
が
ほ
と
ん
ど

な
く
（
意
識
的
に
消
去
し
た
の
か
も
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
）、
知
名
度
も
関
西
に
お
い
て
も
決
し
て
高
く

な
い
状
況
で
す
。

筆
者
の
興
味
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
が
な
ぜ
大
阪
の

地
（
だ
か
ら
こ
そ
）
で
蘭
学
を
ベ
ー
ス
に
活
躍
で
き

た
か
、
ま
た
翻
訳
し
た
理
論
だ
け
で
は
な
く
実
学
的

に
も
多
大
な
貢
献
が
で
き
た
の
か
、
こ
こ
で
、
今
一

度
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
原
点
と
し
て
の
橋
本
宗
吉
を
主
体

と
し
な
が
ら
も
全
体
を
掘
り
起
こ
し
て
み
た
い
と

思
っ
た
わ
け
で
す
。

一
．
橋
本
宗
吉
の
経
歴
と
上
方
の
サ
ポ
ー
ト
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

経
歴
は
大
き
く
わ
け
る
と
「
幼
少
期
」、
旦
那
衆

の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
「
若
年
期
」、
世
の
中
に
大

き
く
展
開
し
て
業
績
を
残
す
「
活
躍
期
」、
姿
を
隠

す
「
隠
遁
期
」
の
四
期
に
な
り
ま
す
。

（
幼
少
期
：
親
の
夜
逃
げ
同
然
の
移
住
で
四
国
か
ら

大
阪
（
浪
速
）
に
）

一
七
六
三
年
に
阿
波
国
那
賀
郡
荒
田
野
村
（
現
在

の
徳
島
県
阿
南
市
新
野
町
）
生
ま
れ
、
名
は
鄭
、
字

は
伯
敏
、
通
称
が
宗
吉
で
す
。
祖
父
橋
本
丹
治
兵
衛

は
郷
士
で
苗
字
が
あ
り
、
父
は
橋
本
伊
平
（
一
七
九

四
没
）
で
彼
が
幼
少
の
こ
ろ
家
の
生
活
は
苦
し
く
、

わ
ず
か
の
田
畑
を
売
り
は
ら
い
大
阪
（
浪
速
）
に
移

り
住
ん
だ
と
い
う
環
境
で
し
た
。
大
阪
（
浪
速
）
で

は
父
が
北
堀
江
の
裏
長
屋
で
傘
つ
く
り
を
生
業
と
し

て
い
て
、
宗
吉
も
子
供
な
が
ら
に
そ
の
紋
書
き
な
ど

を
手
伝
い
、
そ
れ
が
格
別
に
出
来
が
良
く
大
阪
（
浪

速
）
の
評
判
の
神
童
と
し
て
七
、
八
歳
ご
ろ
か
ら
注

目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
手
先
が
抜
群
に
器
用
の
上
に

記
憶
力
も
よ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（
若
年
期
）

上
方
の
旦
那
衆
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
る
一
方
、

大
阪
（
浪
速
）
に
も
当
時
蘭
学
に
興
味
を
も
つ
旦
那

衆
が
出
現
し
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
豪
商
で
天
文
学

者
の
間

は
ざ
ま

重
富

し
げ
と
み

に
ま
ず
は
目
を
つ
け
ら
れ
支
援
が
始

ま
り
ま
す
。
さ
ら
に
間
の
友
人
の
蘭
学
者
で
京
都
在

住
の
医
師
の
小
石

こ
い
し

元
俊

げ
ん
し
ゅ
ん

に
二
四
歳
で
入
門
、
学
問

（
蘭
学
な
ど
）
を
始
め
（
さ
せ
ら
れ
）
ま
す
が
、
後
々

こ
の
二
人
が
宗
吉
の
強
力
な
後
援
・
資
金
提
供
者
と

な
り
ま
す
。

実
は
こ
の
両
人
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
語
が
殆
ど
読
め

ず
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
理
解
す
る
人
材
を
大
阪
（
浪
速
）

で
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、
三
一
歳

の
時
に
は
彼
ら
の
全
面
的
な
援
助
で
宗
吉
は
江
戸
の

大
槻

お
お
つ
き

玄
沢

げ
ん
た
く

の
芝
蘭
堂
に
入
門
し
ま
す
。
そ
こ
で
は

前
野
良
沢

ま
え
の
り
ょ
う
た
く

に
学
び
、
わ
ず
か
二
か
月
で
単
語
四
万
語

を
覚
え
、
四
か
月
で
蘭
語
関
係
の
全
部
の
単
位
を
取

得
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
年
ほ
ど
で
免
許
皆

伝
さ
れ
上
方
に
帰
る
の
で
す
が
、
あ
ま
り
の
早
い
お

帰
り
に
人
々
は
破
門
退
学
に
な
っ
た
か
と
思
っ
た
ほ

ど
で
し
た
。
卒
業
後
は
文
学
・
地
理
・
医
学
の
正
確

な
翻
訳
に
か
か
っ
て
間
、
小
石
両
氏
ら
に
恩
返
し
を

す
ぐ
に
始
め
る
の
で
す
。
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2020 年度第 73回化学技術賞受賞 2020年度第 21回環境技術賞受賞
候 補 者 の 募 集

１.受 賞 の 対 象
「化学技術賞」
化学に関する研究・技術で工業的・社会的・学術的価値から明らかになったものについて顕著な
業績と認められたものを対象とします。
「環境技術賞」
化学に関する研究・技術で、地球環境との共存並びにその維持・改善を積極的に意識し、方向付け
がなされた新技術・改良技術で工業的・社会的・学術価値が明らかになったもについて顕著な業
績と認められたものを対象とします。

２.受賞候補者の資格
「化学技術賞」「環境技術賞」とも、近畿化学協会会員（正会員並びに特別会員の会社に所属する者）
で、1976 年 4月 1日以降生れの者（2021 年 3月 31日で満 45歳未満）

３.推 薦 方 法
推薦書及び業績説明書（約 2000 字）にそれぞれ必要事項を明確に記載の上お送り下さい（用紙
はご請求下さい）。受賞候補者は審査委員会に出席し、自身の研究内容について説明していただ
きます。審査委員会は対面式またはオンライン式（Zoomを使用予定）での開催としますが、情
勢により変更の可能性があります。

4.推 薦 締 切 日 2020 年 11 月 27 日（金）必着
5.審 査 委 員 会 2021 年 ３月 17日（水）
6.表 彰 式 2021 年 ５月 28日（金）来年度の本会総会において表彰します。
7.問 合 先 一般社団法人近畿化学協会 〒 550-0004 大阪市西区靭本町 1丁目 8-4

TEL 06-6441-5531 FAX 06-6443-6685 E-mail：mail@kinka.or.jp
＊詳細は本誌 9月号 11頁またはホームページをご覧下さい。

広 告 募 集
本誌では、会員の皆様を対象に、広告を募集しております。
会員を結ぶ媒体として、新製品・新技術の紹介などに、大いにご活用下さい。

サイズ 構×縦 1回あたりの掲載料
広告タイプ A）誌面半段分 7.0 × 6.5 30,000 円（税別）

B）誌面 1段分 14.5 × 6.5 50,000 円（税別）
C）誌面半貢分 14.5 × 10.0 70,000 円（税別）

全てモノクロでの掲載となります。掲載位置については、ご一任下さい。
内容が本誌にふさわしくないと判断したものについては、掲載をお断りする場合があります。
詳細は、下記までお問合せ下さい。

申 込 締 切 ： 原則として、掲載希望月の前々月末日までにお申込下さい。
入 稿 締 切 ： 掲載原稿は、掲載希望月の前月 10日までにお送り下さい。
問 合 先 ： 〒 550-0004 大阪市西区靭本町 1-8-4 近畿化学協会 会誌編集担当

TEL.06-6441-5531 ／ FAX.06-6443-6685 ／ E-mail：kinkasi ＠ kinka.or.jp

図１ 国指定重要文化財「万年自鳴鐘（まんねん
とけい）」国立科学博物館常設展示（㈱東
芝所有）許可を得て掲載

江
戸
時
代
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
に
学
ぶ
（
七
）

『
橋
本

宗
吉
』

出で

川が
わ

通と
お
る

（
株
式
会
社
テ
ク
ノ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）



（
活
躍
期
）

三
四
歳
（
一
七
九
七
年
）
で
大
阪
（
浪
速
）
で
初

め
て
と
な
る
蘭
学
塾
、
絲
漢
堂
を
開
き
、
内
科
と
外

科
を
ま
ず
は
看
板
に
挙
げ
ま
し
た
。
翌
一
七
九
八
年

小
石
ら
と
人
体
解
剖
に
立
ち
会
い
、
各
内
臓
の
オ
ラ

ン
ダ
名
を
記
録
、
こ
の
年
だ
け
で
も
八
〇
名
の
門
弟

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

二
年
後
（
三
六
歳
）
に
は
橋
本
曇
斎
と
名
乗
り
蘭

学
者
と
し
て
も
著
名
に
な
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
こ
ろ

全
国
の
蘭
学
者
番
付
で
西
小
結
に
名
前
が
挙
が
っ
て

お
り
、
関
西
で
は
随
一
の
評
判
を
確
立
し
ま
す
。
こ

の
後
、
女
屍
の
解
剖
を
指
導
し
た
り
、「
西
洋
産
育

手
術
全
集
」
を
執
筆
し
た
り
し
て
、
四
〇
才
過
ぎ
ま

で
、
多
く
の
医
学
関
係
書
を
執
筆
・
出
版
し
ま
す
。

例
え
ば
四
一
歳
（
一
八
〇
四
）
に
は
「
蘭
科
、
内
外

科
三
法
文
典
」
二
冊
を
出
版
、
こ
れ
は
製
薬
、
処
方

な
ど
を
網
羅
し
た
本
で
す
。

そ
の
ほ
か
の
天
文
学
、
地
理
学
、
暦
学
、
物
理
・

化
学
さ
ら
に
電
気
関
係
の
自
然
科
学
の
仕
事
と
し
て

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
最
初
の
正
確
な
翻
訳
「
エ

レ
キ
テ
ル
譯
説
」
と
関
連
の
数
多
く
の
電
気
実
験
を

実
際
に
行
い
、
そ
の
内
容
と
解
説
を
リ
ア
ル
に
記
録

し
た
「
阿
蘭
陀
始
制
エ
レ
キ
テ
ル
究
理
原
」
を
四
八

歳
（
一
八
一
一
）
で
完
成
さ
せ
ま
す
。
こ
の
本
は
日

本
最
初
の
実
験
電
気
学
の
著
書
で
、
こ
れ
に
よ
り
彼

は
「
日
本
の
電
気
学
の
祖
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

は
な
ば
な
し
い
活
躍
を
し
て
い
た
橋
本
宗
吉
で
す

が
、
一
八
二
七
年
（
六
四
歳
）
に
門
弟
の
藤
田
顕
蔵

（
阿
波
出
身
）
が
キ
リ
シ
タ
ン
と
し
て
大
阪
奉
行
所

に
逮
捕
、
宗
吉
も
厳
し
い
取
り
調
べ
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
て
し
ま
し
ま
す
。
結
局
宗
吉
の
疑
い
は
晴
れ

ま
す
が
、
絲
漢
堂
の
門
弟
が
激
減
し
て
し
ま
い
ま

す
。
養
子
の
秀
平
・
光
夫
妻
は
竹
原
（
実
家
）
へ
転

居
し
て
医
業
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
宗
吉
も
移
転
し

ま
す
。

（
隠
遁
期
）

二
年
後
の
一
八
二
九
年
（
六
六
歳
）
に
は
キ
リ
シ

タ
ン
事
件
は
終
了
し
、
宗
吉
は
大
阪
（
浪
速
）
に
帰
っ

て
き
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
活
動
の
記
録
は
残
っ
て

お
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
七
四
才
（
一
八
三
五
）
で
没
し

ま
す
。
宗
吉
の
墓
は
大
阪
（
浪
速
）
の
念
仏
寺
と
と

も
に
、
竹
原
市
の
照
蓮
寺
に
あ
り
ま
す
。（
法
名
）

舜
誉
文
雄
天
真
居
士
で
す
。

二
．
橋
本
宗
吉
の
科
学
技
術
者
と
し
て
の
成
果
（
現

代
の
専
門
分
類
で
）

①
医
学
関
係
・
・
理
論
と
臨
床
の
合
体

橋
本
宗
吉
は
江
戸
に
て
蘭
語
（
オ
ラ
ン
ダ
語
）
を

短
期
間
で
取
得
し
た
の
ち
、
ス
ポ
ン
サ
ー
（
間
、
小

石
両
氏
ら
）
へ
の
恩
返
し
と
し
て
ま
ず
は
医
学
関
係

分
野
の
翻
訳
に
集
中
し
ま
す
。
ま
た
葭
島
の
刑
場
で

の
人
体
解
剖
を
行
っ
た
り
し
て
、
寛
政
十
年
（
一
七

九
八
）
に
宗
吉
は
安
堂
寺
町
で
医
者
と
し
て
内
科
と

外
科
も
開
業
し
、
さ
ら
に
「
絲
漢
堂
」
と
称
す
る
蘭

学
の
塾
を
つ
く
り
教
授
も
始
め
ま
す
。
こ
れ
も
彼
の

学
ん
だ
こ
と
を
す
ぐ
に
実
際
に
役
立
て
た
い
と
い
う

彼
に
と
っ
て
は
あ
た
り
ま
え
の
実
学
精
神
だ
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

開
業
二
年
後
の
一
八
〇
〇
年
、
宗
吉
門
下
の
絲
漢

堂
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
葭
島
の
刑
場
で
女
屍
の
解
剖

が
行
な
わ
れ
「
婦
人
内
景
之
略
図
」
と
い
う
色
付
き

の
解
剖
図
巻
が
で
き
ま
し
た
。
文
化
元
年
（
一
八
〇

四
）
か
ら
は
蘭
科
「
三
方
法
典
」（
三
方
と
は
製
薬
・

処
方
・
治
療
の
三
つ
で
す
）
の
記
述
を
行
い
全
六
巻

を
上
梓
し
て
い
き
ま
す
。
序
文
は
大
槻
玄
沢
が
書

き
、
本
草
・
薬
方
・
製
薬
・
治
病
・
奇
方
秘
術
な
ど
の
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不
連
続
な
未
来
に

真ま

壁か
べ

芳よ
し

樹き

（
本
会
理
事

東
レ
株
式
会
社

理
事

先
端
材
料
研
究
所
長
） 図１ エレキテルの実験「百人おどし」の様子で右側のエレキテルの前で操作（〇のな

か）しているのが橋本宗吉と思われます（三枝博音編「日本科学古典全書第六巻、
阿蘭陀始制エレキテル究理原」朝日新聞社刊（1943）より）

各
部
門
か
ら
な
る
も
の
で
、
こ
の
書
が
世
に
出
る

や
、
橋
本
宗
吉
の
名
声
は
天
下
に
轟
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

さ
ら
に
五
〇
歳
で
「
蘭
科
、
内
外
科
三
方
典
」
と

い
う
医
学
系
の
六
冊
を
出
版
し
、
そ
の
後
も
五
三
～

五
八
歳
の
五
年
間
（
一
八
一
六
～
二
一
）
に
わ
た
り

「
医
書
宝
函
」
六
巻
も
出
版
し
ま
す
。

②
電
気
学
…
エ
レ
キ
テ
ル
の
理
論
と
実
験
的
考
証

橋
本
宗
吉
は
日
本
の
電
気
学
の
祖
と
い
わ
れ
ま
す

が
、「
エ
レ
キ
テ
ル
究
理
原
」
で
、
エ
レ
キ
テ
ル
の
道

理
を
試
し
、
理
解
し
易
い
よ
う
に
多
数
の
挿
絵
と
記

録
で
実
際
の
実
験
の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
実
際
に
エ
レ
キ
テ
ル
の
実
験
に
関
連
し
て
静
電

気
を
使
っ
て
物
を
持
ち
上
げ
た
り
鼠
を
気
絶
さ
せ
た

り
、
水
か
ら
火
を
取
り
出
す
様
子
と
か
、
多
く
の

人
々
（
百
人
）
が
つ
な
が
っ
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
う

け
て
い
る
前
出
図
な
ど
色
々
な
試
み
を
行
い
ま
し

た
。
ち
な
み
に
エ
レ
キ
テ
ル
は
当
時
、
興
行
的
な
見

世
物
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
エ
レ
キ
テ

ル
で
有
名
な
平
賀
源
内
が
そ
れ
を
完
成
さ
せ
た
の
は

宗
吉
が
十
三
歳
の
と
き
で
す
。（
図
１
・
２
）

彼
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
電
気
関
係
に
興
味
を
も
っ

た
か
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
の
で
す
が
、
い

ま
で
い
う
電
気
関
連
の
本
の
「
正
確
な
訳
出
」
は
当

時
は
、
単
語
も
現
象
も
不
明
な
中
で
、
い
か
に
大
変

だ
っ
た
か
は
想
定
で
き
ま
す
。
正
確
な
訳
出
の
た
め

に
は
実
際
に
可
能
な
限
り
行
っ
て
み
る
こ
と
が
必
須

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
彼
の
経
歴
か
ら
推
測
す
る

と
、
手
先
が
器
用
な
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
工

夫
や
創
出
が
得
意
で
、
そ
こ
に
新
し
い
も
の
へ
の
好

奇
心
が
加
わ
っ
て
電
気
現
象
と
い
う
未
知
の
も
の
へ

の
試
行
錯
誤
と
解
明
に
興
味
を
も
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

③
天
文
学
、
地
理
学
、
暦
学
な
ど
・
・
・
読
者
視
点
の

展
開

直
接
の
業
績
と
し
て
は

橋
本
宗
吉
は
寛
政
八
年

（
一
七
九
六
年
）
三
四
才
の
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地

図
を
参
照
し
て
、
自
ら
「
オ
ラ
ン
ダ
新
訳
地
球
全
図
」

を
作
成
し
、
五
大
州
の
地
理
や
物
産
、
天
文
に
関
す

る
著
述
を
加
え
て
出
版
し
ま
す
。
こ
の
地
球
全
図
は

出
版
以
来
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
宗
吉
の
死
後

に
も
偽
本
が
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

三
．
橋
本
宗
吉
か
ら
学
ぶ
こ
と
：
彼
の
育
っ
た
環
境

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど

彼
が
な
ぜ
大
阪
（
浪
速
）
の
地
（
だ
か
ら
こ
そ
）

で
蘭
学
を
ベ
ー
ス
に
活
躍
で
き
た
か
、
ま
た
翻
訳
し

た
理
論
だ
け
で
は
な
く
実
学
的
な
多
大
な
貢
献
が
で

き
た
の
か
、
こ
こ
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の
橋
本
宗

吉
を
主
体
と
し
て
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
素
質
：
個
人
の
能
力
と
し
て
の
器
用
さ
と
記
憶

力
、
展
開
力

か
れ
は
親
孝
行
で
、
記
憶
力
抜
群
で
器
用
な
賢
い

少
年
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
彼
は
ま
ず
は
傑

出
し
た
語
学
力
を
生
か
し
た
成
果
と
し
て
、
い
ま
で

い
う
、
広
範
な
専
門
分
野
に
ま
た
が
る
医
学
や
天
文

学
や
暦
学
、
化
学
な
ど
の
翻
訳
書
を
成
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
方
々
は
な
ん
だ
、
翻
訳
し
た

の
か
、
今
だ
っ
た
ら
Ａ
Ｉ
が
あ
る
の
に
、
と
い
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
代
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま

す
。そ

れ
は
「
新
し
い
科
学
技
術
」
に
関
す
る
も
の
は

単
な
る
翻
訳
で
は
日
本
語
も
な
い
状
態
な
の
で
簡
単

で
は
な
い
の
で
す
。
ま
だ
概
念
も
意
味
も
分
か
ら
な

い
現
象
を
表
し
て
い
る
概
念
を
模
索
し
な
が
ら
の
日

本
語
の
単
語
創
出
作
業
と
い
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
こ
こ
で
、
宗
吉
の
手
先
の
器
用
が
役
立
つ
の
で

す
。
す
な
わ
ち
、
本
に
書
い
て
あ
る
本
当
の
意
味
を

取
得
・
確
認
す
る
た
め
に
実
際
に
実
験
を
行
っ
て
み

る
こ
と
な
の
で
す
。

す
な
わ
ち
医
学
の
臨
床
手
術
や
刑
場
で
の
解
剖
や

電
気
学
（
エ
レ
キ
テ
ル
関
係
、
雷
な
ど
の
静
電
気
関

係
）
の
各
種
実
験
の
成
果
が
あ
っ
て
こ
そ
生
き
た

（
役
立
つ
）
翻
訳
と
い
え
る
の
で
し
ょ
う
。

②
環
境
：
上
方
の
助
け
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
旦
那

方
か
ら
の
援
助
）

次
に
、
必
死
で
恩
返
し
に
翻
訳
を
重
ね
、
教
え
あ
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田
中
久
重
年
表

日
本
の
出
来
事

一
七
九
六
年

細
川
半
蔵

機
功
図
彙

出
版

細
川
半
蔵

病
没

（
幼
少
期
）

一
七
九
九
年

一
歳

初
代
久
重
誕
生

一
八
〇
八
年

十
歳

長
崎
に
て
フ
ェ
ー
ト
ン
号
事
件
起
こ
る

（
成
長
期
）

一
八
二
〇
年

二
二
歳

久
留
米
五
穀
神
社
で
か
ら
く
り
上
演
開
始

一
八
三
〇
年

三
二
歳

鍋
島
閑
叟
（
直
正
）

佐
賀
藩
主
と
な
る

一
八
三
四
年

三
六
歳

大
坂
移
住
、
畳
み
燭
台
（
懐
中
燭
台
）
製
作

一
八
三
七
年

三
九
歳

大
塩
平
八
郎
の
乱
で
焼
失
、
伏
見
に
移
る

無
尽
灯
製
作

（
成
熟
期
）

一
八
四
七
年

四
九
歳

土
御
門
家
入
門
（
暦
学
）、
機
功
堂
開
店

一
八
四
九
年

五
一
歳

「
近
江
大
掾
」
の
称
号
を
得
る

一
八
五
〇
年

五
二
歳

広
瀬
元
恭
「
時
習
堂
」
に
入
門

佐
賀
藩
が
反
射
炉
を
築
造

一
八
五
一
年

五
三
歳

万
年
時
計
完
成

一
八
五
三
年

五
五
歳

佐
賀
藩

精
錬
方
に
着
任

ぺ
リ
―
浦
賀
に
来
航

一
八
六
三
年

六
五
歳

佐
賀
・
久
留
米
両
藩
兼
務
と
な
る

一
八
六
六
年

六
八
歳

久
留
米
藩
帰
任

一
八
六
七
年

六
九
歳

大
政
奉
還

一
八
七
三
年

七
五
歳

上
京

一
八
七
五
年

七
七
歳

諸
器
械
製
造
所
開
業
（
東
芝
創
業
）

一
八
八
一
年

八
三
歳

初
代
久
重
永
眠

図２ 宗吉が制作したといわれるエレキテル（三枝
博音編「日本科学古典全書第六巻、阿蘭陀始制
エレキテル究理原」朝日新聞社刊（1943）より）



う
人
材
育
成
の
場
所
と
し
て
絲
漢
堂
の
設
立
と
人
材

育
成
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
門
下
に
蘭
学
者
が
輩
出
す

る
の
で
す
が
、
な
ぜ
こ
れ
ら
が
宗
吉
に
実
際
に
で
き

た
か
と
い
う
と
、
や
は
り
関
西
の
強
力
な
大
阪
（
浪

速
）
の
町
人
学
者
の
複
合
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
働

い
た
も
の
と
理
解
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
背

景
に
は
、
支
援
を
受
け
る
才
能
と
人
柄
、
弟
子
が
多

く
集
ま
る
と
い
う
指
導
力
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、
職
人
子
弟
上
が
り
の

宗
吉
に
も
で
き
た
の
は
、
ま
さ
に
大
阪
（
浪
速
）
の

町
人
文
化
と
し
て
、
江
戸
と
は
異
な
る
自
由
闊
達
な

大
阪
蘭
学
の
発
展
に
つ
な
が
る
の
で
す
。
特
に
後
世

に
残
っ
て
い
る
エ
レ
キ
テ
ル
の
実
際
の
実
験
な
ど
は

ま
さ
に
こ
れ
ら
の
自
由
で
管
理
さ
れ
て
い
な
い
場
の

存
在
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。
例
え
ば
雷
か
ら
の
エ

レ
キ
テ
ル
の
実
験
を
し
た
熊
取
の
中
家

な
か
け

（
当
時
の
岸

和
田
藩
の
代
官
を
し
て
い
た
）
な
ど
で
す
が
、
天
文

学
・
蘭
学
を
介
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
し

た
人
と
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
ち
お
互
い
に
助
け

合
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
阪
蘭
学
の
系
譜
に
つ
い
て
は
、
な
ぜ
宗
吉

は
創
始
者
の
要
と
い
わ
れ
る
か
と
い
う
と
、
例
え
ば

中
天
游
（
一
七
八
三

－

一
八
三
五
）
は
、
大
阪
（
浪

速
）
の
地
に
蘭
学
を
宗
吉
と
共
に
根
付
か
せ
た
医

師
・
蘭
学
者
で
著
名
で
す
が
、
母
方
の
中
家
の
跡
継

ぎ
と
し
て
養
子
に
出
さ
れ
橋
本
宗
吉
の
娘
婿
と
な

り
、
緒
方
三
平
（
洪
庵
十
六
歳
）
を
自
宅
に
二
年
引

き
と
っ
て
面
倒
を
み
て
、
三
平
が
二
〇
歳
の
と
き
江

戸
の
蘭
医
学
者
坪
井
信
道
の
も
と
で
学
ば
せ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
洪
庵
は
宗
吉
の
孫
相
当
と
な
る
の
で

す
。

宗
吉
の
知
識
と
実
験
の
器
用
さ
と
、
上
方
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
見
事
に
結
実
し
た
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
、
日
本
で
最
初
の
雷
の
実
験
で
す
。
中
家
の
庭
の

背
の
高
い
木
の
枝
に
針
金
を
結
び
つ
け
て
、
雷
実
験

を
行
っ
た
の
が
「
泉
州
熊
野
に
て
天
の
火
を
取
り
た

る
図
説
」
と
の
絵
で
す
。

絶
縁
版
の
上
に
立
っ
た
男
が
針
金
を
持
ち
、
も
う

一
人
が
地
面
に
立
っ
て
互
い
に
指
先
を
出
し
て
近
づ

け
る
。
雷
雲
が
近
づ
い
て
く
る
と
指
と
指
と
の
間
に

火
花
が
飛
ぶ
と
い
う
オ
ソ
ロ
シ
イ
（
し
か
し
オ
モ
シ

ロ
イ
）
実
験
を
行
っ
た
の
で
し
ょ
う
。（
図
３
）
こ

の
家
は
現
在
、
重
要
文
化
財
と
し
て
保
存
さ
れ
、
松

は
枯
れ
て
し
ま
っ
て
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
そ
の
場
所

に
は
石
碑
が
立
っ
て
い
ま
す
（
図
４
）。

四
．
関
西
に
存
在
す
る
史
跡
、
記
念
館
、
博
物
館
、

収
蔵
品
な
ど
紹
介
（
個
別
の
推
奨
訪
問
先
）

【
橋
本
宗
吉

絲
漢
堂
跡
】

所
在
地
：
大
阪
府
大
阪
中
央
区
南
船
場

江
戸
で
蘭
語
を
短
期
間
で
取
得
、
大
阪
（
浪
速
）

に
戻
っ
て
堂
寺
町
に
て
蘭
学
塾
「
絲
漢
堂
」
を
開
設

し
、
後
に
車
町
に
引
っ
越
し
、
石
碑
の
あ
る
現
在
の

南
船
場
が
そ
の
場
所
と
な
り
ま
す
。
ほ
か
に
な
に
も

あ
り
ま
せ
ん
が
、
糸
二
ツ
と
漢
の
字
、
宗
吉
の
思
い

が
つ
た
わ
り
ま
す
。（
図
５
）
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図３ 電気実験のスケッチ図（三枝博音編「日本
科学古典全書第六巻、阿蘭陀始制エレキテ
ル究理原」朝日新聞社刊（1943）より）

図 4 中家にある電気実験の石碑図 5 絲漢堂跡の碑

【
中
家
住
宅
：
橋
本
宗
吉
電
気
実
験
の
地
】

所
在
地
：
大
阪
府
泉
南
郡
熊
取
町

ま
ず
は
茅
葺
の
母
屋
の
大
き
さ
で
圧
倒
さ
れ
ま

す
。
近
畿
地
方
で
も
最
大
規
模
の
も
の
で
町
指
定
文

化
財
史
跡
（
指
定
平
成
八
年
三
月
十
三
日
）
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
建
物
の
西
側
に
は
、
か
つ
て
、

周
囲
五
ｍ
、
樹
齢
六
〇
〇
年
と
い
わ
れ
る
松
が
あ

り
、
橋
本
宗
吉
は
中
家
の
協
力
の
も
と
電
気
実
験
を

行
い
ま
し
た
。
現
在
は
残
念
な
が
ら
、
切
り
株
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
彼
の
残
し
た
ス
ケ
ッ
チ
図
か

ら
当
時
の
雷
を
使
っ
た
電
気
実
験
の
雰
囲
気
が
よ
く

伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

【
念
仏
寺
：
墓
所
（
法
名
）
舜
誉
文
雄
天
真
居
士
】

所
在
地
：
大
阪
市
天
王
寺
区

晩
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
で
人
目
を
避
け
て
い
き

て
き
た
宗
吉
は
、
明
確
な
お
墓
が
不
明
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
昭
和
一
九
二
六
年
に
電
気
関
係
の
オ
ー
ム

社
が
中
心
に
な
っ
て
改
め
て
こ
こ
に
お
墓
を
築
い
て

弔
い
な
お
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
今
で
は
、
ひ
っ
そ

り
と
た
た
ず
ん
で
い
る
お
墓
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
橋
本
宗
吉
の
墓
は
こ
の
念
仏
寺
と
と
も
に
、
竹
原

市
の
照
蓮
寺
（
竹
原
市
竹
原
町
）
に
も
あ
り
ま
す
）。

（
図
６
）

【
大
阪
市
立
科
学
館
：
橋
本
宗
吉
に
関
す
る
資
料
が

収
集
さ
れ
て
い
ま
す
】

所
在
地
：
大
阪
市
北
区
中
之
島

基
本
展
示
は
電
気
関
係
の
コ
ー
ナ
ー
に
一
部
あ
る

が
、
企
画
展
な
ど
が
時
々
開
催
さ
れ
る
。

【
橋
本
宗
吉
生
誕
の
地
（
徳
島
県
阿
南
市
）】

四
国
に
な
り
ま
す
が
生
誕
地
と
し
て
知
ら
れ
る
徳

島
県
阿
南
市
新
野
町
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
特

に
記
念
碑
や
生
ま
れ
た
と
い
う
遺
跡
の
よ
う
な
も
の

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
近
年
（
二
〇
一
五
年
以

降
）、
地
元
で
橋
本
宗
吉
を
顕
彰
し
よ
う
と
い
う
動

き
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
宗
吉
の
祖
父
の
菩
提
寺
と

目
さ
れ
る
平
等
寺
か
ら
過
去
帳
的
な
も
の
が
出
て
き

た
と
い
う
お
話
も
あ
り
今
後
の
活
動
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
阿
南
市
の
周
囲
に
は
ち
ょ
う
ど
中

央
構
造
線
上
の
地
殻
変
動
が
み
ら
れ
、
こ
の
地
帯
で

は
昔
か
ら
大
理
石
や
多
く
の
鉱
物
（
辰
砂
）
な
ど
も

採
れ
ま
す
。
ま
た
偶
然
か
と
お
も
い
ま
す
が
、
蛍
光

体
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
な
ど
で
有
名
な
日
亜
化
学
の
発
祥
の
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
豊
か
な
土
地

で
、
宗
吉
が
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た
と
す
る
と
、
自

然
界
に
多
く
の
興
味
を
引
く
物
質
な
ど
が
転
が
っ
て

い
た
こ
と
も
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

晩
年
の
キ
リ
シ
タ
ン
騒
動
の
影
響
か
広
島
滞
在
の

痕
跡
も
な
く
、
ま
た
大
阪
（
浪
速
）
の
終
焉
の
地
に

も
、
墓
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
意
図
的
に
晩
年
以

降
の
足
跡
を
消
し
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
残
念

で
す
。

本
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
以
下
の
書
籍
と
情
報
を

参
考
に
し
ま
し
た
（
さ
ら
に
調
べ
た
い
方
用
で
す
）。

柳
田
昭
著
「
大
阪
蘭
学
の
始
祖
・
橋
本
宗
吉
伝

ま

け
て
た
ま
る
か
」（
関
西
書
院
、
平
成
八
年
六
月
刊
）、

大
倉
宏
・
嘉
数
次
人
著
「
静
電
気
博
士
に
な
ろ
う
」

（
二
〇
一
四
年
刊
、
大
阪
市
科
学
技
術
館
発
行
ミ
ニ

ブ
ッ
ク
）、
徳
島
県
阿
南
市
・
橋
本
宗
吉
関
係
特
集
、

広
報
あ
な
ん
、
二
〇
一
六
・
六
月
号
特
集
、
時
代
を

生
き
た
先
駆
者
た
ち
、
そ
の
②
橋
本
宗
吉
。
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1 月 9日（土）

新春賀詞交歓会
時 刻：11時より
会 場：京都大学楽友会館
会 費：講演会は無料

第 367 回12月５日（土）

「遠隔山岳地域の湿性沈着中の微量元素」

徳島大大院社会産業理工研究部
助教 山本 祐平 氏

第 366 回

約 1 年前（新型コロナ感染症拡
大直前）のナポリのレストラン
にて

図 6 念仏寺にある橋本宗
吉の墓


